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比 重 

ボルトガルのパ 

ナスケイラで産 

出した燐灰石。 

緑柱石、かんらん石、石英、トルマリ 

ンなどと間違われやすいため、ギリ 

シャ語で「だます」を意味する言葉か 

ら「アパタイト」という英名がつけら と共生する。 

れた。和名は化学組成によるもの。 

結晶は六角柱状や 

板状のほか、塊状 

や粒状の集合体で 

産する。 

男開は不明瞭で、ハン 

マーでたたくと貝殻状ま 

たは不規則な断口を示す。 
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リン酸塩鉱物 
~ン】鍋i 鍬編・にミえ，I‘癖f；麟る，」 

トメキシコで産出した 

黄色の燐灰石。 

さまざまな色で広く産出 

燐灰石は、世界各地から広く産する鉱物で、含まれる副成分 

の割合によって濃い青色や緑色、褐色、黄色、無色のほか、灰 

色や紫色などの色合いを示す。透明で質の良い結晶は観賞用の 

宝石に加工され、なかでもミャンマーやスリランカで産出する 

繊維賛を含んだ青色の燐灰石は、猫自効巣を生かしてカボショ 

ン・カットが施される。稀に大きな結晶も見られ、ケニアでは 

重さが700カラット以上ある世界最大の緑色の燐灰石が発見 

された。また、アメリカのワシントンにあるスミソニアン研究 

所には、紫色をした500カラットの燐灰石が保管されている。 

含有成分で細分化 

燐灰石は、含まれる主成分によって、フッ素燐灰石、塩 

素燐灰石、炭酸燐灰石、水酸燐灰石に細分化される。最も 

多く産するのはフッ素燐灰石で、塩素燐灰石が一番少ない。 

産業用としては、リンの原料になるため、主にリン酸塩や 

肥料の製造に用いられている。また、水酸燐灰石は生命活 

動によってできる無機話冨賛の鉱物で、谷稚動物の骨や歯 

の主成分になるため、人工骨や義歯の材料として利用する 

研究が進められている。 
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スペイン 

ボルトガル 

マダガスカル， 

アンダルシア地方な 

どが産地。 

かく‘．うと‘n '’リ にり 

▲燐灰石の角柱状結晶。 

力ナダ I唖 

とち ぎ 」J んI っこう し 

栃木県日光市から宝 
たAり上‘L'( 

石級の淡緑色の結晶 

が産出したほか、栃 
あL お どうぎん か 

木県の足尾銅山、神 
な がわけん たんざわさん ち 

奈川県の丹沢山地、 
や，なしけんほく ど し 

山梨県北杜市などで 

見られる。 

オンタリオ州やケ 

ベック州で産する。 

ドランゴ州で産する。 

▼カッティングが施された緑色の 

燐灰石。マダガスカル産。 

，カッティングされた 

黄色の燐灰石。メ 

キシコ産。 


